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組織等について

１．組織
研究代表者

小田侯朗（独立行政法人国立特殊教育総合研究所教育支援研究部　総括研究員）

研究協力者
松村勘由（独立行政法人国立特殊教育総合研究所教育情報研修部　総括研究員）
牧野泰美（独立行政法人国立特殊教育総合研究所企画部　主任研究員）
横尾　俊（独立行政法人国立特殊教育総合研究所企画部　研究員）
佐藤正幸（筑波技術大学障害者高等教育支援センター　教授）
我妻敏博（上越教育大学 　教授）

＊平成 14 年度～平成 15 年度までの研究代表者は宍戸和成（現：文部科学省視学官）が務めた。

２．研究期間

　平成 14 年度～平成 17 年度

３．交付決定額

　（金額単位：千円）
直接経費 間接経費 合計

平成 14 年度 5,300 0 5,300
平成 15 年度 4,500 0 4,500
平成 16 年度 1,500 0 1,500 
平成 17 年度 2,000 0 2,000

総計 13.300



４．学会発表等
小田侯朗・横尾俊・宍戸和成・市場裕子　聴覚障害児の障害認識に関する全国聾学校調査
　　　　　日本特殊教育学会第 40 回大会発表論文集　2002
小田侯朗　聴覚障害児教育とリテラシー　
　　　　　聴覚障害　第 58 巻　５月号 4-12，2003
小田侯朗　聾学校における手話の活用をめぐって
　　　　�　課題別研究報告書「聾学校におけるコミュニケーション手段に関する研究─教職員の

手話活用能力の向上とこれを用いた指導のあり方の検討─」
　　　　　国立特殊教育総合研究所 1-13．2005
佐藤正幸　情報保障　聴覚障害　57 巻６月号　2002
佐藤正幸　聴覚障害理解のための教材開発とそれを活用した授業
　　　　　一般研究報告書「聴覚障害理解のための教材開発とそれを活用した授業」
　　　　　独立行政法人国立特殊教育総合研究所　2003
宍戸和成　聴覚障害教育における実践研究の動向─コミュニケーション活動を中心に─
　　　　　特別支援教育　No. ８　58-61.
牧野泰美・松村勘由　コミュニケーション障害における子どもへの教育的援助
　　　　　教育と医学　第 50 巻 10 号　2002
牧野泰美　コミュニケーション関係の観察・評価・支援に向けた「関係」概念への接近
　　　　�　一般研究報告書「障害児のためのコミュニケーション関係観察評価法と関係支援プロ

グラムの開発」
　　　　　独立行政法人国立特殊教育総合研究所　2003
牧野泰美�　第 40 回大会シンポジウム報告：「関係」への援助と言語指導（その３）─関わり手

と周囲他者との関係に視点をおいて─
　　　　　特殊教育学研究　第 40 巻５号　2003
松村勘由　ことばが通じにくいこと
　　　　　発達の遅れと教育　平成 14 年 12 月号　2002
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　　　　　独立行政法人国立特殊教育総合研究所研究紀要　30 巻　2003



研究の目的及び本報告書の構成

  本研究では近年特に重要性が増してきた聴覚言語障害児の読み書き能力（リテラシー）に焦点
を当て、授業等における多様なコミュニケーション活動を複合させたリテラシー向上支援のため
の方法の検討とそれにかかわる教材開発を目的とした。
　具体的にはリテラシー向上におけるコミュニケーションの重要性について概括するとともに、
実践例に基づき様々な角度からリテラシーとコミュニケーションの関係を報告した。これに基づ
き本報告書は以下の論文等によって構成された。
　まず研究代表者の小田侯朗が本書の基本となるリテラシーとコミュニケーションの関係をまと
めた。
　次に各論として、それぞれの研究協力者がコミュニケーションを重視したリテラシー向上への
取り組みについて実例を挙げて報告した。
　牧野泰美は言語習得や言語が機能するためにコミュニケーションが重要であることと、コミュ
ニカティブアプローチの意味を述べた。
　佐藤正幸は幼児期のリテラシーの発達に関する論文を紹介し解説した。リテラシー発達のため
に、環境整備や家庭を中心とした言語コミュニケーションの経験が大切であることを述べた。ま
た早期のリテラシー導入についても具体的プログラムを紹介した。
　松村勘由・牛久保京子は長期にわたる子どもとのコミュニケーションを基にした書きことばの
指導実践事例を提供した。
　宍戸和成はこれまでの聾教育における言語指導を振り返り、コミュニケーションを喚起する題
材を用いた「考える」こと、「読み取る」ことを重視する授業のあり方について具体的な例に則
して考察した。
　茶園浩志は熊本県立熊本聾学校で取り組んでいる手話と日本語のバイリンガル教材 DVD を用
いた授業について紹介した。
　また上記のインターラクティブな教材の開発もこの研究の一環として行われたので、そのス
ペック（試作段階）についても資料として紹介した。


